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Summary
“Project Adventure" is an experiential  learning or a coaching program for education ， that have the theme ofadventure for person,
 and groups. In that way. through a process, we can learn many skills about the settingof
 goals, the opposition and the solution, self-dicision, the cooperation.
And we will try to get to organize of the “Sub －curriculum"  ,that will be going effctivly for the school sub-jects or else. This case is a trial to make
 an approach on “Project Adventure" that is a supporting method ofany teaching, for KEIHOKU JUNIOR HIGH SCHOOL.
1. 緒言
1 －1. はじめに
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グ」をとおして自己学習力の向上に繋げることの　　2 －2. 「LIVE 感」のあるプログラミング
できる学習環境を創造していきたい。
2. アプローチ


















マ であ る「勇 気」や「自 信」な ど の獲 得，「協
力」や「共同体」などの感覚の獲得を体験的に支















は，「LIVE 感」という感 覚，価 値 観，即 ち「あ
そび」の重要性を主張したい。








グル ープの力 を 自己学 習力 へ活 かす(2) 81
則ってプログラムを構築することにも視点を置い　　 る。


































































�2年生 � 概 容 �1 年 生 � 概容 � 備考
2/29 �LHR �PA 年次 まとめ �- �- �LHR は50 分
4/20 �- �- �LHR �PA ガ イダンス
4/25 �LHR �テ ーマ の確認 �- �-
5 ／2 �LHR �合 宿ガ イダ ンス �LHR �合宿 ガイ ダンス �1, 2 年　 合 同
5/10 ～12 �漁業 体験 合宿 �夜 ，夜， 午前 ＝計5h �農業 体験 合 宿 �夜，夜 ，午 前＝計5h �上 越 ※1
5 /16 �LHR �ビ ー イング �LHR �ビ ー イン グ �1,   2 年　 合 同
6 ／6 �LHR �コ ミュニ ケ ーショ ン �LHR �コミュ ニ ケーシ ョン
7 /18 �LHR �教 科ビ ーイ ング �LHR �ビ ー イン グ
9/26 �LHR �高 尾ガ イダ ンス �LHR �高尾 ガイ ダンス �1, 2 年　 合同
9/27 �高尾PA 研修 �※3 �- �- �高尾WV ※2
9 /28 ～29 �- �- �高尾PA 合 宿 �※3 �高尾WV ※2
10/10 �LHR �高尾 ふ りかえ り �LHR �高尾 ふりか えり �1, 2 年　 合同
11/14 �LHR �教科 ビ ーイ ング �LHR �グル ープ ワ ー ク
1 /23 �LHR �コ ンセ ンサス ワー ク �LHR �コ ミュニ ケ ーショ ン
2 ／6 �LHR �教科 ビ ーイン グ �LHR �ビ ー イング
3 /21 �学校PA 研 修 �グループ ワ ーク �学 校PA 研修 �グル ープ ワ ーク �1,  2年 合 同予 定
※1　 新潟県 上越 市　 キュ ーピ ット ビレ ッジ　 体験 学習 は上 越市 内 にて実 施
※2　 高尾 の森 わ くわ くビ レ ッジ　PA ロ ープ ス コー ス・プ ロ グラ ムはPAJ プ ロデ ュ ース
※3　 高尾PA のプロ グラム は別 に表記
表－2　 イニシアティブ
ア クティビ テ ィ � 概 容 � イメ ージ
ブ ラ インド ・ ポリ ゴ ン �メ ンバ ー全員が 目隠 し状 態でロ ープ を 指定 の正多 角形 に クラフト する
クラフ ト ・ス ター �メ ンバ ー全員が 保持 したロ ープ で 一筆 書 きの星形 を クラフ トする
ヒ ュ ーマ ン・ ノット �手 を 繋い だ一続 きの結 び を解い てい く �写 真 一1, 2
ラ イ ンナ ップ �指 定 の順番 に並 び替 える � 写 真 一3
卜 ロ ーリ ー �角 材 のム カデ列 車で ゴー ルを目 指 す � 写 真 －4
ジ オ・ クロ ッ シン グ �フレ ーム （辺 ） のみで で きた 立方 体の面 を くぐ り抜け る �写 真 一5,  6
表－3　 ローエレメント
ア クテ ィビ テ ィ � 概 容 � イメ ージ
オール ア ボード �小 さ なプ ラット ホー ムに メン バ ー全 員が 乗 り切 る � 写 真 一7
TP シ ャ ッフ ル �横 た えたTP （電 柱 ）上で ラ イン ナップ にチ ャレ ン ジする � 写 真 一8
ニト ロ ・ クロ ッシ ング �釣 りロ ープ を駆使 して プ ラット ホ ームか ら 反対 側 に移 動 � 写 真 一9
ジ ャ イア ント・ シ ーソ ー �大 きなシ ーソ ーに乗っ て バラ ンス を取る � 写 真 一10
モ ホ ーク ・ウ ォー ク �メ ン バー全員 で繋 がっ てワ イ ヤ ーを渡り 切 る �写真 一11,12




アクティビティ � 高さ � 概容 �イメージ
キャット・ウォーク �8m �丸太橋を渡る �写真一13,14
スカイウォーカー �8m �吊り橋を渡る �写真一13
ポストマン・ウォーク �8m �縄橋を渡る �写真一13
バンパー・プランク �8m �プラットホームから空中の目標物に向かってダイビング �写真一15,16
カーゴネツト �8～10m �ヵ－ゴネットにダイビング �写真一17
J タワ ー �8～11m �様々なルートを経て最高点を目指す �写真-17
手っなぎトラバース �8m �2人組で釣りロープを駆使して縄橋を渡る �写真-18,19
ワイルド・ウーシー �8m �V字の縄橋を2 人組で移動する
ジャイアント・ラダー �11m �大きな縄ばしごを2 ～3 組で登る �写真一20
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ションを組み込むことができたこと，また2 年生
は2 年連続で,  1 年生は 川白2 日の合宿として高


































2 泊3 日のプログラムの1 日目と2 日目の夜間
お よそ90分，3 日目の午 前中お よそ120 分のPA
セッションとなった。 われわれPA スタッフ（合












い 内容 であ り，当 に「LIVE 感」のあるPA セッ
ションを実施することができた。
また合宿での様々な体験プロ グラムは主 にグ







グ ループ の力 を 自己学 習力へ 活 かす（2）
表 －5　1 年 生PA 合 宿 （高尾 の森 わ くわ くビ レ ッジ ）　実 施プ ロ グラム
テ ーマ ： 学年 ・ クラス のコ ミユニ ケ ーショ ンカ を高 め合 う
プロ グラ ム：1 日 目（9 ／28 ）
87




12 : 00 �JR
高尾駅 北口　 路 線バ ス発
高尾 の森 わく わくビレ ッ ジ着　 準備 等
イン テー ク，ガ イ ダンス， 全体 ア イスブ レ ー
キ ング
グ ループ 活動　 ロ ーェ レ メ ント
ふり かえ り→午 後へ 繋げ る内 容で(
ラ ンチ タイ ム) �
自 主的 に安 全に
テ ーマ の確 認，心 身の 準備
コ ミュ ニ ケーシ ョ ン
＊ 「話 す ・聴 く」
＊ 「今 ここ」 に向 き合う �
体育 室1PA
コ ース
＊TP シ ャ ッフ ル
＊G シー ソ ー
＊ト ロ ーリ ー
13 : 00
16 : 00
16 : 45 �
グ ループ 活動　 ロ ーエレ メ ント
ふり かえ り→ コミュ ニ ケ ーショ ン
一協 力 スタ イル につい て
チェ ッ クイ ン～ 入浴 �
具 体的 な協力 ト レ ーニ ン グ
＊ 協力 ス タイ ルの抽 出
＊ 主体 的 に考え ，動 く �
＊ オ ールア ボー ド






22 : 00 �
夕 食
グ ル ープ 活動　 イニ シアテ イブ
ハ イエレ メ ント のプ レ ゼ ンテ ーショ ン
就寝 準備
就寝 �
ビレ イ ・シス テ ムの練習 �
体 育室2
＊ ジ オクロ シ ン グ
宿 泊棟
プログラム2 日目（9 ／29）





12 : 00 �
起床 点呼 ～ 身支 度
朝 食　 パ ッキン グ＆ クリ ーニ ン グ
ハ イェレ メ ント ・ガ イダ ンス＆ 準備
ハ イェレ メント （SOLO ）
（ラ ンチ タイム） �
自主 的 に時 間をつ くる
シ ステ ムの 理解 と装具 着用
具体 的 に考 え，行 動す る �
宿泊棟PA
コ ース





15 : 50 �
ハ イェ レ メント （SOLO ）
ハ イェ レ メント 終了
ふり かえ り（ ふりか えり シ ート）
クロ ージ ング＆ 諸連 絡 �
具体 的 に考 え，行 動 する �PA コ ース
体育 室2,    3
＊印 は ア クテ ィビ テ ィ名。 詳細 は別 表＜2,    3,   4 ＞ に記し た。
・教室ではない環境，教科・授業とは異質な状況
の下に展開されるため，つまり「非日常」という














テ ーマ ：リ ア ル・チ ャレ ンジ～ 自己 開示… ジ ョハリ の窓 か ら
プロ グ ラム ：1 日目 （9 ／28 ）




10 : 30 �JR
高尾 駅北口　 路 線バ ス発
高尾 の森 わく わくビ レッ ジ着　 準備 等
イ ンテ ーク，ガ イ ダンス， 全体 ア イスブ レ ー
キン グ
ハ ーネス装 着な どハ イェ レ メント 準備
ハ イェレ メ ント （SOLO ）
（ ランチ タ イム） �
自主的 に安全 に
テ ーマの 確認 ・心 身の 準備
システ ムの理 解 と装 具 着用
＊ ひとつ上 の チ ャレ ンジ選
択
＊具 体的 に考 え，行 動 する
＊全 員チ ャレ ンジ！ �
体 育室1
＊J タワ ー





15 : 50 �
準備 ＆ ウ ォーミン グ アツプ
ハ イェ レ メ ント（2,    3,   4 人組）
ハ イェ レ メント 終了 ，片づ け
ふ りかえ り（ ふりか えり シ ート ）
クロ ージ ング＆ 諸連 絡 �
テーマの再確認・心身の準備
＊ 日常 の 関係性 を超 えて
＊ 具 体的 に考え ，行 動す る
＊ 全員 チ ャレ ンジ！
ジョ ハリの 窓か ら �
＊ クワトロフ イニア
＊G ラダ ー









































＜ 注 記 な ら び に 引 用 文 献 ＞
1 ）「勉強がで きること≠仕事がで きる」この意味 は「解
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う価値観 に基づ く。高木幹夫：「問題は，解い てはい
けない。」 サンマ ーク出版，2007. p.181.より。
2 ）,   3）田代浩二 ほか，「 グループ の力 を 自己 学習カ ヘ
89
国のプロジェ クト・アドベ ンチ ャー本部Project　Ad-venture Inc.
の正式認可を受けた団体。国内PA 事業
の一切を取 りまとめてい る。代 表は林寿 夫（はや し
としお）。
15）自己 肯定感，自己 効力感，自尊 感情 など。國 分康 孝
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－353.
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